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【NEWS RELEASE】 

 2024 年 12 月 26 日 

サーモス株式会社 
 

生物多様性の保全を考える取り組みの一環として 

自然環境保全活動『東京グリーンシップ・アクション2024』に参加 

「自然観察」「下草刈り」「竹の間伐」を実施！ 
 

魔法びんのグローバル企業として、人と社会に快適で環境にもやさしいライフスタイルを提案するサーモス 

株式会社（本社：東京都港区 社長：片岡 有二）は、11 月 30 日（土）に東京都・NPO 法人・企業が連携して行

う自然環境保全活動である「東京グリーンシップ・アクション 2024」に参加し、里山保全活動を行いました。 

当社は、サステナビリティテーマ「人と環境にやさしいサーモス」を掲げています。本活動は、当社の SDGs

活動の一環として、生物多様性の保全を考える重要な取り組みと考えており、当社製品にも深く関連する「水」

と、その源である森林を守る重要性を学び、これをきっかけに今後の活動を広げていくことを目指しています。 
 

＜ 実施概要 ＞ 

開催日：2024 年 11 月 30 日（土） 

場 所：七国山緑地保全地域（東京都町田市野津田町） 

参加者：当社とその関係者（家族含む）18 名、主催・運営 8 名 （計 26 名） 

運 営：東京都環境公社、NPO 法人自然環境アカデミー、七国山自然を考える会 

 

当日は当社社員やその家族を含む 18 名が参加し、東京都環境公社、NPO 法人自然環境アカデミー、七国山自

然を考える会の協力のもと、七国山緑地保全地域において自然観察、下草刈り、竹の間伐等を行いました。 

また、お子さま連れの家族は、間伐した細い竹を用いた「竹細工づくり」を体験し、参加者一同が自然と触れ

合いながら、環境保全について深く学ぶ機会となりました。 

参加者からは、「実際に間伐等の作業を行うことで、里山に生えている植物への影響や里山保全活動の重要性な

どについて知ることができ、有意義な時間となりました」、「子どもと一緒に自身も貴重な自然体験をすることが

できました。これからも SDGs・環境に対して意識的に取り組んでいきたいです」といったコメントが寄せられ

ました。今後もこのような活動を通じて、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。 
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＜ 当日の様子 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然観察 

里山の成り立ちや、現在直面している状況について学習 

下草刈り 

 

樹木が健全に成長できるよう、日光を妨げる草や低木の伐採を実施 

る状況を理解 

竹の間伐 

 

過剰に生えた竹の間伐を実施 

竹細工づくり 

 

竹笛・竹トンボなどの工作を体験 


